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フランチェスコ・アレッツォ
第2500地区第６分区帯広北ロータリークラブ

会　長／荒　木　　　樹
副会長／一　宮　綾　子
幹　事／齊　藤　政　樹

［四つのテスト］1. 真実かどうか 2. みんなに公平か 3. 好意と友情を深めるか 4. みんなのためになるかどうか
●例会日／金曜日〈12：30～13：30〉
●例会場／ホテル日航ノースランド帯広
●事務局／帯広市西3条南9丁目23 帯広経済センタービル東館3F
　　　　　　　　　　　　　　     TEL 0155－25－7347
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■点　鐘

■開会宣言

■ロータリーソング（四つのテスト）

■12月誕生祝

　南出　雅樹　会員　　　  Ｓ４１．１２．１４

　高田　勝基　会員　　　  Ｓ４１．１２．１７

　松田　孝志　会員（はつ枝様）　　１２．３０

■バースデーソング

■乾　杯

■会　食

■会長挨拶

荒木　　樹　会　長

伊藤　隆志　副SAA

　神田　京介　親睦家族委員長

村上　道隆　様

荒木　　樹　会長

　代表して南出会員が挨拶し、59歳を

迎えた感慨と日頃のお礼を述べまし

た。村上会員の発声により、誕生日を

迎える会員の健勝と会の発展を祈念して乾杯が行

われました。

・WHOによれば、世界では「7人に1人」が心

の健康に問題を抱えている

・日本では10～30代の死因第1位が自殺という

深刻な現状

　こうしたデータを踏まえ、会長は青少年奉仕

活動が若者の「居場所づくり」につながり、

メンタルヘルスへの支援としても大きな意味

を持つと述べました。

・クラブが抱える課題

・また、来週開催のクリスマス家族例会の参加

者が少ないこと、クラブの平均年齢の上昇に

よる若年層の不足が指摘されました。

「最大の課題は会員増強。クラブの未来のため

にも若手会員の入会が不可欠である」と、会

員全体へ協力が呼びかけられました。

■会務報告　　　　　　　　　  斎藤　政樹　幹事

・年末家族会クリスマスパーティー

　日時：12月11日（木）18:30～

（会費2,000円）

・都立ロータリー奨学会より寄付依頼の通知

・帯広美術館より観覧招待券が届いている旨の案内

■ニコニコボックスの発表　  一宮　綾子　副会長

　南出　雅樹　会員　　

　松田　孝志　会員

　長谷川道正　会員

　・2025年も残すところわずか26日とな

り、年末の慌ただしさを感じる時期

となりました。会長は、「本日はク

ラブの未来を定める大切な総会。真摯で前向き

な議論をお願いしたい」と語り、会員へ協力を

呼びかけました。

・12月のテーマ「疾病予防と治療月間」

　ロータリーが長年取り組むポリオ根絶活動に加

え、近年深刻な課題となっているメンタルヘル

ス問題について触れられました。
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■次週のプログラム予定

■閉会宣言
■点鐘

伊藤　隆志　副SAA
荒木　　樹　会　長

〈木曜日〉足寄RC：足寄銀河ホール21
　　　　 清水RC：清水町中央公民館
　　　　 帯広西RC：北海道ホテル

　「年末家族会クリスマスパーティー」 会員数 計算に用いる
会　員　数

ホームクラブ
出 席 数 メークアップ 欠　席 出席率

発　行／会報広報委員会　　　　 委員長／大浦　功之

53.57%58

〈月曜日〉広尾RC：日高信金広尾支店
　　　　 帯広南RC：北海道ホテル
〈火曜日〉芽室RC：めむろーどセミナー
　　　　 帯広東RC：ホテル日航ノースランド

〈水曜日〉帯広RC：ホテル日航ノースランド
　　　　 上士幌RC：川村福祉会館
　　　　 音更RC：ハピオ木野

■出席報告／渡辺　絋生　出席委員長

■2025年度 年次総会　　　 

　出席者30名により定足数（20名以上）を満た

し、年次総会の成立が宣言されました。

【第１号議案】

定款・細則の改正について

（標準定款改定への対応）

・「月2回以上の例会開催」を必須要件とする

・「3回連続休会を禁止する」旨を明文化

　これらの改正案は拍手多数により承認されまし

た。

【第２号議案】

2027‒2028年度 会長ノミニー選出

　歴代会長会から南出　正樹会員が推挙され、拍

手多数により正式に選出されました。

【第３号議案】

次年度役員および理事の選出

　川端次年度会長より、次年度の主要役員が発表

されました。

（副会長：中島会員、会計：松田会員、会場監督：

石割会員　ほか各奉仕担当理事）

　原案は拍手多数により承認されました。

【その他議案】

中間決算報告（2025‒2026年度）

　久保田会計より、下記のとおり収支状況が報告

されました。

・収入実績：8,085,375円

・支出実績：5,632,714円

■新役員挨拶

● 南出 雅樹 会長ノミニー　　　 

　急な推薦ではあったものの快諾。

「ちょうど70周年を迎える節目の年度

となる。クラブの運営を慎重に考えつ

つ、責務を果たしたい」と抱負を述べました。

● 川端 次年度会長　　　 

　次年度は会員増強と出席率の向上を最

優先に掲げ、夜間例会の拡充など、会員

の融和と参加しやすい環境づくりに注力

する方針を示しました。

　例会は月3回とし、各委員会への予算配分を厚く

する考えも示されました。

● 中島 次年度副会長　　　 

　本総会の出席者30名という現状に触

れ、会員の積極的な参加の必要性を強調

し、「次年度体制をぜひ支えてほしい」

と呼びかけました。

● 伊藤 次年度幹事　　　 

　「これからの1年半、クラブの活性化

にしっかり取り組みたい」と意気込み

を語りました。

　

　

　

　


